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第
二
六
六
代
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
四
月
二

十
一
日
に
バ
チ
カ
ン
市
国
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
復
活
祭
の
翌
日
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
・
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
全
生
涯
は
、
主
と
、
そ
の
教

会
へ
の
奉
仕
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。 

教
皇
は
私
達
に
福
音
の
価
値
を
、
忠
実
と
、
勇
気
、

普
遍
の
愛
を
も
っ
て
、
特
に
最
も
貧
し
い
人
々
や

疎
外
さ
れ
た
人
々
へ
の
配
慮
の
も
と
に
、
生
き
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
」（
バ
チ
カ
ン
ニ
ュ
ー

ス
）。 

  

確
か
に
、「
貧
し
い
人
の
た
め
の
教
会
を
望
ん
だ
」

教
皇
フ
ラ
シ
ス
コ
は
十
二
年
間
に
及
ぶ
在
位
中
、

四
十
七
回
の
海
外
訪
問
を
行
い
、
六
十
六
カ
国
に

赴
き
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
は
日
本
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
人
々
と
交
わ
り
、
対
話
し
、
教

会
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
示
し
導
い
て
く
だ
さ
っ 

た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
、
感
謝
し
、
永
遠
の
安

息
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。 

  

教
皇
選
挙
「
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
」
の
前
に
い
ろ
い

ろ
の
噂
が
流
れ
ま
し
た
。
前
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
遺
志
を
継
ぐ
方
が
選
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
当
時
「
教
皇
選
挙
」
の
映

画
が
上
映
さ
れ
て
い
た
時
だ
っ
た
の
で
、
一
般
の

人
々
も
興
味
を
持
っ
て
そ
の
成
り
行
き
を
見
守
っ

て
い
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

 

教
皇
選
挙
「
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
」
二
日
目
の
五
月

八
日
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
煙
突
か
ら
白
い

煙
が
上
が
り
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
鐘
が

な
ら
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
六
七
代
教
皇
に
選
出
さ

れ
た
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
プ
レ
ヴ

ォ
ス
ト
枢
機
卿
、
教
皇
名
は
レ
オ
十
四
世
と
な
り

ま
し
た
。 

 

七
月
号 

二
人
の
教
皇
様 

 
 
 
 
 
 

主
任
司
祭 

ド
ミ
ニ
コ
竹
内
正
美
神
父 

 
 

     
 
 
 

新
婦 
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新
教
皇
レ
オ
十
四
世
は
「
橋
を
架
け
ま
し
ょ
う
」

と
群
衆
に
訴
え
ま
し
た
。
前
教
皇
が
目
指
し
た
「
開

か
れ
た
教
会
」
路
線
を
継
承
し
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

教
皇
レ
オ
十
四
世
の
挨
拶
の
要
旨
は
こ
う
で
し

た
。 

「
あ
な
た
方
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
。
復
活
し
た

キ
リ
ス
ト
の
平
和
、
謙
遜
で
忍
耐
強
く
、
武
器
の

な
い
平
和
だ
。
ま
だ
私
た
ち
の
耳
に
は
か
細
く
も
、

常
に
勇
敢
な
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
声
が
残
っ
て

い
る
。
復
活
祭
の
朝
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
全

世
界
に
祝
福
を
与
え
た
。
わ
た
し
も
同
じ
祝
福
を

繰
り
返
す
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
神
は
私
達

を
愛
さ
れ
る
。
そ
し
て
悪
が
勝
つ
こ
と
は
な
い
。 

 

 

私
達
は
皆
、
神
の
手
の
中
に
あ
る
。
だ
か
ら
恐

れ
ず
に
、
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
前
へ
進
も
う
。

対
話
と
出
会
い
を
通
し
て
、
互
い
に
橋
を
掛
け
よ

う
。
皆
が
一
つ
に
な
り
、
平
和
な
唯
一
の
民
と
な

ろ
う
。 

  

兄
弟
で
あ
る
枢
機
卿
の
み
な
に
感
謝
す
る
。
私

を
（
初
代
教
皇
）
ペ
ト
ロ
の
後
継
者
と
し
て
選
ん

で
く
れ
た
の
は
、
一
致
し
た
教
会
と
し
て
皆
と
共

に
歩
み
、
常
に
平
和
と
正
義
を
求
め
、
宣
教
者
と

し
て
恐
れ
る
こ
と
な
く
福
音
を
告
げ
る
た
め
だ
。 

 

  

ロ
ー
マ
の
教
会
に
特
別
な
挨
拶
を
送
る
。
教
会

は
橋
を
架
け
、
対
話
を
し
、
こ
の
広
場
の
よ
う
に

常
に
腕
を
広
げ
て
全
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
私
達
は
共
に
歩
み
、
常
に
平
和

を
求
め
、
特
に
苦
し
む
人
々
に
寄
り
添
う
教
会
で

あ
り
た
い
。
こ
の
新
し
い
使
命
の
た
め
、
全
教
会

と
世
界
の
平
和
の
為
に
祈
ろ
う
」。 

 

 

私
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
田
園
調
布
教
会
共
同
体
も

お
二
人
の
教
皇
様
の
み
旨
に
答
え
て
い
け
ま
す
よ

う
に
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

ラ 

ム 

ズ 

ヴ 

ォ 

イ 

ス 
 

コ 

ン 

サ 

ー 

ト 

の 

お 

知 

ら 

せ 

 

【 

日 

時 

】 
 

十
月
五
日
（
日
） 

 
 
 

 

十
二
時
三
十
分
（
十
一
時
ミ
サ
終
了
後
）
よ
り 

 

【 

場 

所 

】 

 

大
聖
堂
下
ホ
ー
ル 

 

 
 
 
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
致
し
ま

す
。
自
由
献
金
（
能
登
半
島
支
援
の
為
）
と
な
り

ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

ラ
ム
ズ
ヴ
ォ
イ
ス 

Ａ
・
Ｙ 
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俳 
 

句 

 

紅
型
染
絵
筆
に
載
せ
る
夏
の
夢 

 

伊
計
島
の
海
一
人
占
め
燕
の
子 

 

海
望
む
我
に
寄
り
添
ふ
磯
ひ
よ
ど
り 

 
 マ

グ
ダ
レ
ナ
・
マ
リ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア 
Ｏ
・
Ｈ  

幼
な
児
の
寝
顔
に
送
る
う
ち
は
風 

 

岩
清
水
山
の
命
を
掬
ひ
け
り 

 

今
日
の
こ
と
み
な
良
し
と
せ
ん
大
夕
焼 

 

マ
リ
ア 

セ
シ
リ
ア 

Ｉ
・
Ｋ 

  

川
風
に
身
を
す
く
め
を
り
花
見
か
な 

 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
色
な
き
墓
に
紅
ひ
と
つ 

  
 
 
 
 

ヨ
ゼ
フ 

Ｋ
・
Ａ 

   

江
戸
っ
子
の
父
の
血
騒
ぐ
祭
の
夜 

 

巡
礼
の
道
の
は
る
か
に
麦
の
秋 

 

 

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト 

Ｓ
・
Ｔ 

   

※
今
後
の
俳
句
の
提
出
期
限
は 

九
月
十
日
（
十
月
号
）、 

十
二
月
十
日
（
一
月
号
）
で
す
。 

  

図 

書 

室 

よ 

り 

お 

知 

ら 

せ 

 

図
書
室
は
毎
月
第
一
、
第
二
、
第
三
日
曜
日
の

九
時
か
ら
十
三
時
ま
で
開
け
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。
又
、
お
手
伝
い
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

図
書
係 

Ｉ
・
Ｊ 

 

【 

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ 

】 

 

◎
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
い
の
ち
の
言
葉 

◎
人
生
を
支
え 

老
い
を
照
ら
す
光 

 
 
 

森 

一
弘 

 

◎
使
徒
言
行
録 

世
を
い
や
す 

 
 

 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

 

 

◎
ヨ
ハ
ネ
に
よ
っ
て  

イ
エ
ス
の
福
音
を
読
み
と
る 

 
 

澤
田 

和
夫 

 

◎
こ
ど
も
の
聖
書 エ

リ
ザ
ベ
ス
・
ジ
ル
・
セ
バ
ウ
ン 

 

今
道 

瑶
子
訳 
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◎
神
さ
ま 

だ
い
す
き 

 
 
 
 

畑
三
千
雄 

文
、
田
中
槇
子 

絵 
 
 

 

◎
宣
教
師
た
ち
の
遺
産 

 
 

平 

秀
徳 

 

 

◎
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス 

今
野
國
雄 

編
・
訳 

 

 

◎
戦
時
哲
学
に
お
け
る
国
家
と
宗
教 

 

 
 

森
田 
伸
子 

 

 

（
田
園
調
布
教
会
の
信
徒
で
あ
り
、
図
書
委
員
で

も
あ
る
森
田
伸
子
さ
ん
の
著
作
品
で
す
。「
戦
時

下
に
お
い
て
、
ひ
と
は
い
か
に
思
考
す
る
か
」
を

考
察
し
た
作
品
で
す
。） 

  

 

シ
エ
ナ
の
十
字
架
教
会 

（聖
カ
タ
リ
ナ
の
聖
所
）イ
タ
リ
ア 

写
真
・
文 

柳
沢 

洋
子 

 

皆
様
は
ご
自
分
の
守
護
聖
人
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
た
こ
と
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。 

私
の
洗
礼
名
は
シ
エ
ナ
の
聖
カ
タ
リ
ナ
で
、
四
十

年
近
く
前
に
シ
エ
ナ
に
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
信
者
で
は
な
い
友
人
と
一
緒
だ

っ
た
の
で
、
観
光
見
物
で
も
あ
り
、
二
十
数
年
前

に
も
う
一
度
一
人
で
行
き
ま
し
た
。
シ
エ
ナ
は
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
直
行
電
車
で
あ
れ
ば
１
時
間
半

位
で
行
け
ま
す
。 

 

古
く
か
ら
重
要
な
街
道
が
交
差
す
る
場
所
で
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
覇
権
を
争
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

建
築
物
も
文
化
（
特
に
シ
エ
ナ
派
と
呼
ば
れ
る
絵

画
）
で
も
有
名
で
す
。
特
に
街
道
が
交
わ
っ
て
市

庁
舎
前
の
カ
ン
ポ
広
場
は
な
だ
ら
か
な
丘
の
傾
斜

を
利
用
し
た
扇
形
の
広
場
は
有
名
で
、
テ
レ
ビ
や

写
真
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。 

聖
カ
タ
リ
ナ
は
富
裕
な
羊
毛
染
色
を
生
業
と
す

る
大
家
族
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か

ら
秘
か
に
神
様
に
身
を
捧
げ
る
決
心
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
両
親
は
結
婚
を
望
み
、
彼
女
を
説
得
す

る
た
め
に
監
禁
も
し
ま
し
た
が
、
彼
女
の
決
心
は

固
く
、
在
俗
ド
ミ
ニ
コ
会
に
入
り
、
後
に
入
会
が

許
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
十
歳
か
ら
文
字
を
学

び
始
め
、
ア
ビ
ニ
ョ
ン
に
移
さ
れ
て
い
た
教
皇
に

ロ
ー
マ
へ
帰
る
よ
う
に
説
得
す
る
役
目
を
果
た
す

な
ど
の
働
き
に
よ
り
、
教
会
博
士
と
し
て
列
聖
さ

れ
て
お
り
、
又
イ
タ
リ
ア
の
守
護
聖
人
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

  

【 

シ
エ
ナ
の
十
字
架
教
会 

】 
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シ
エ
ナ
は
坂
道
を
登
っ
た
り
下
り
た
り
大
変
な

町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
景
色
も
変
化

が
あ
っ
て
美
し
い
所
で
す
。
そ
ん
な
坂
道
の
途
中

に
彼
女
の
生
家
が
「
聖
カ
タ
リ
ナ
の
聖
所
」
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
十
字
架
教
会
が
あ
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
の
守
護
聖
人
で
す
か
ら
、
内
装
も
豪
華

で
す
が
、
私
の
思
い
出
と
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
の

聖
堂
を
出
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
生
家
の
台
所
を
改

造
し
た
礼
拝
堂
の
方
が
落
ち
着
い
て
お
祈
り
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
台
所
と
言
っ
て
も
、
富
裕

な
大
家
族
の
家
の
台
所
で
す
か
ら
！ 

 

そ
の
後
、
聖
カ
タ
リ
ナ
は
断
食
と
病
者
を
助
け

る
生
活
の
中
、
三
十
三
歳
で
ロ
ー
マ
の
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
教
会
で
亡
く
な
っ
て
葬
ら
れ
る
の
で
す
が
、
頭

部
だ
け
は
切
り
離
さ
れ
て
（
！
）、
シ
エ
ナ
の
聖
ド

ミ
ニ
コ
教
会
に
腐
敗
せ
ず
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
頭
部
を
覆
う
布
を
年
に
一
度
取
り
換
え
る
の

で
す
が
、
前
年
の
布
を
五
ミ
リ
四
方
に
切
っ
て
ロ

ケ
ッ
ト
状
の
お
メ
ダ
イ
に
入
れ
た
も
の
が
売
ら
れ

て
い
ま
す
。 

  

 

    

シ
エ
ナ
の
中
で
は
も
う
一
か
所
聖
カ
タ
リ
ナ
ゆ

か
り
の
場
所
が
あ
り
、
私
は
二
十
数
年
前
の
訪
問

で
は
気
軽
に
入
れ
た
の
で
す
が
、
今
は
き
ち
ん
と

入
場
料
を
取
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ラ
・
ス
カ

ラ
美
術
館
に
改
装
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

シ
エ
ナ
大
聖
堂
向
か
い
に
あ
り
、
中
に
入
る
と

そ
の
階
か
ら
下
に
幾
層
も
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。

私
の
昔
の
思
い
出
で
は
、
聖
カ
タ
リ
ナ
が
そ
こ
で

病
者
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
寝
泊
ま
り
し
て
い
た

石
の
く
ぼ
み
を
見
た
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
確
か
め
に

も
う
一
度
行
け
る
と
良
い
の
で
す
が
！ 

   

 

  

【 台所礼拝所 】 

【 

聖
カ
タ
リ
ナ
頭
部 
】 
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<信徒連絡会＞２０２５年４月～６月         ※文中敬称略 

 行事・予定  

４月 ６日(日) 信徒連絡会 

４月１３日(日) 受難の主日（枝の主日） 

４月１７日(木) 聖木曜日 

４月１８日(金)  聖金曜日 

４月１９日(土) 復活徹夜祭 

４月２０日(日) 復活の主日 幼児の洗礼式 

４月２７日(日) 教会委員会 

５月１１日(日) 信徒連絡会 

５月２５日(日) 新人歓迎会 

６月 １日(日) 教会委員会 

６月 ８日(日) 信徒連絡会 ふれあい福祉バザー 教区合同堅信式ミサ 

６月１５日(日) 三位一体の主日 窓拭き・大掃除 

６月２２日(日) キリストの聖体 初聖体 

６月２９日(日) 聖ペトロ聖パウロ使徒 教会委員会 

７月１３日(日) 信徒連絡会 

７月１９日(土) 教会委員会研修会 

 

 

 各会報告など  

典礼委員会 

４月 

１) ３月３０日（日）１５：００〜当教会で小見戸助祭の司祭叙階ミサが行われまし

た。皆様のお祈りを引続きお願いいたします。 

２) ４月６日（日）９：００ミサ終了後、光の庭にて枝の主日のための枝切り作業を

いたしました。 

４月・５月 

１) 本年は聖年です。５、１０月にロザリオの祈りを行います。 

５月：１１日 ８：２０～８：５０、２５日 １０：２０～１０：５０ 

１０月：１２日 ８：２０～８：５０、２６日 １０：２０～１０：５０ 
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５月 

３) 細かいご報告ですが、４月２０日（日）のご復活のミサから、ミサ前の祈りと

前奏（ミサ前のオルガン奏楽）の順序が逆になっています。これまでは、ミサ

前の祈り→前奏→御ミサ、の順番でしたが、４月２０日以降は、前奏→ミサ前

の祈り→御ミサ、の順番になっています。 

６月 

１) ６月２２日の初聖体について、教会委員の担当者と協力して準備を進めていま

す。 

２) 同じ６月２２日１６：００より、聖体行列、聖体賛美式が行われます。 

 

財務財政委員会 

４月・５月 

１) 特に維持管理には、種々の老朽化含め費用がかさんでおります。月定献金、

ミサ献金などへのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

６月 

１) ６月２９日 中間決算を行います。各活動会におかれましては、上半期に使

用した分について報告をお願いいたします。なお、６月上旬に予算使用状況

表を配布致しますので、ご活用ください。 

 

福音宣教委員会 

４月 

１) 復活祭当日または前日に、イースター向けイベント（エッグハント、ロザリ

オ作りワークショップ、お楽しみゲーム、玉子絵付け）を企画します。教会

学校、ガールスカウト、ボーイスカウト、ラムズヴォイスの共同企画になり

ます。奮ってご参加ください。 

５月 

１) イースター向けイベントを実施しました。教会学校、ガールスカウト、ボー

イスカウト、ラムズヴォイス、その他有志の皆様ご協力ありがとうございま

した。子供たちの良い思い出になったことと思います。 

２) イースターカードを１３００枚印刷し、主日にすべて配り終えました。 

６月 

１) ふれあい福祉バザーにて、フランシスコ饅頭と有志の方が撮られた教会の写

真つき絵葉書の提供を予定しています。 
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福祉委員会  

４月 

１) ３月２日に野菜販売を実施しました。次回販売５月１１日を予定しておりま

す。引き続きご支援よろしくお願いします。 

２) ６月８日にふれあい福祉バザーを実施予定です。 

趣旨：教会内のグループ間、信者間の交流、及び教会内外の福祉団体への支援 

日時：２０２５年６月８日８:３０～１３:００ 

場所：大聖堂下ホール 

出店：教会内外で、福祉団体ないしその支援を行うグループ、団体１２～１５

程度を想定 

募集：４月１３日開始 ４月２７日締め切り 

５月 

１) ふれあい福祉バザーの申し込みは、５月１１日時点で１８グループとなりま

した(昨年は１２グループ)。５月２５日に出店者説明会を行います。 

２) ミャンマー地震支援の募金について、皆様のご協力をありがとうございまし

た。全額を東京大司教区に送金予定です。 

６月 

１) ６月８日のふれあい福祉バザーの出店は１８グループとなりました。(昨年は

１２グループ)。 

※行事の際、駐車場の使用が少なくなるようにご協力お願いします。 

 

オルガン部会 

４月・５月 

１) 今年度の部会としての活動計画を検討していく際に、教会委員会と司祭団の

ために今一度オルガンの現状をガルニエさんにお話いただく機会を作って頂

きました。教会としてもオルガンの維持管理を検討いただくようにしていま

す。コーヒーサンデーの際に募金箱を置くこととしました。 

６月 

１０月１９日(日)１４:００より『オルガンメディテーション（仮称）』を行い

ます。詳細は追ってご連絡いたします。 
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バザー委員会 

４月・５月・６月 

１) 本年度も１１月２３日(日)に開催予定です。より良きバザーになるため皆さ

まのご意見などお寄せ願います。 

 

環境部会 

４月・５月 

１) 枝の主日の準備 

枝の主日で信徒の皆様に配布できるよう、４月５日にソテツの枝の採取を行い

ました。典礼委員会からの呼びかけで６日に信徒の皆様に協力いただいて枝を

整える作業を行い、当日、配布することができました。皆様のご協力に感謝い

たします。 

４月・５月・６月 

１) 中庭の樹木の手入れ及び消毒、駐車場の柳の剪定 

施設部会による高木処理が４月１４日の週に行われ、業者の作業が早めに進み

ましたので、続けて中庭の手入れを実施いただきました。消毒は連休明け、梅

雨になる前に別途おこなうこととしました（実施済み）。また、駐車場の柳の

枝が駐車の妨げになりつつあるため、その剪定も行うこととしました（実施済

み）。いずれも申請した予算内での実施となります。 

５月 

１) 枝葉回収場所の利用について 

駐車場裏の枝葉の回収場所に残っていた枝葉は全て業者に回収いただきまし

た。今後、この場所の利用は、落ち葉掃きの際に集めた枯葉、小さな枝のみと

させていただきます。花瓶に生けた生花、草刈りの草、その他のゴミは、ビニ

ール袋に入れた上で北門のゴミ集積場所に入れてください。 

６月 

１) 中庭のクローバーの刈り取りと除草剤の散布 

中庭のクローバーが伸び、子どもたちが滑って転ぶ恐れが出てきましたので、

金神父様からの依頼で中庭のクローバーの刈り取りと除草剤の散布を行いまし

た。 

２) ひまわりの種まき 

中庭の花壇と信徒会館玄関の近くの花壇に今年もひまわりの種を蒔きまし

た。土が乾いていることに気がつきましたら水撒きをお願いいたします。 
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 検討事項、経過事項など  
 

１) 四旬節黙想会（３／２３） 

清永神父様の講話に始まり、分かち合いを行い、よい黙想会が実施できたも

のと思います。分かち合いには１２０名ほどの信徒の方が参加くださいまし

た。ファシリテータとして協力くださった皆様に感謝いたします。ファシリ

テータの方からのご意見を集めておりますので、次回の黙想会で活かしてい

きたいと思います。 

２) 新人歓迎会（５／２５） 

５/２５ １１時ミサ後、新人歓迎茶話会が行われました。 

昨年５月から今年４月までの洗礼者３３名、改宗者１名、転入者１３名のう

ち出席者は２１名でした。本年は新人のみならず一般信徒にも参加声掛けを

しました。 

新人の皆様が各ブースでお話を聞いている姿が見られ、また、普段あまりお

聞ききすることのない修道者の皆様のお声をお聞きすることができ、和やか

に終えることができました。 

ご協力いただきました委員の皆様、ありがとうございました。 

３) 教区合同堅信式（６／８） 

案内状と申込書を対象者４４名に発送し、８名の方が受堅予定です。 

お祈りください。 

   申し込み期日：４月２７日  

   勉強会 ５/１１、１８、 ２５、 ６/１(＋説明会)  

   お知らせ４月６日より開始 

４) 聖堂内の写真撮影について 

聖堂内は、『撮影禁止』です。尚、必要な際の写真係などの対応については

教会委員会にて検討してます。 

５) 窓ふき、大掃除(６/１５)  

予定通り９時ミサ後行います。ご協力お願いします。 

６) 初聖体(６/２２) 

１２名（女子７名、男子５名）の方々が初聖体の予定です。 

７) フランシスコ教皇様の追悼ミサ（５月４日） 
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８) ２０２５年度バザーテーマ：『輪を広げて、支えよう』  

スケジュール（変更する可能性があります）： 

６月 ８日(日) 信徒連絡会にてスケジュール正式公示 その後、ポス

ター掲示 

７月２０日～９月７日(日)  出店募集 

９月２１日(日) 出店者宛説明会 第一回 

１０月１９日(日)         第二回 

１１月２２日(土) 前日準備 

１１月２３日(日) バザー当日 

 

９) 敬老会 

夏期の激暑対応として、１０月２６日(日)に行います。 

 

 

次号（田園１０月号）は１０月初旬にオフィシャルサイトに掲載予定です。 

 

★ 田園」を紙面（印刷物）だけでご覧頂いている方へ ★ 

カトリック田園調布教会オフィシャルサイト https://catholic-denenchofu.jp/ 

のトップページ上部メニュー「今週のお知らせ／田園」 

又は「今月の司祭の言葉／信徒連絡会・田園」などからご覧頂けます。 

 

※トップページ右側下方「カテゴリー／田園」からもご覧いただけます。 

 

 

 

https://catholic-denenchofu.jp/

